
大和証券グループ本社　CSR室行 

FAX：（03）3245-7177

報告書全体の印象はいかがでしたか?Q1

ご意見、ご感想、ご要望、ご提案などをお書きください。 Q4

情報量 □　大変充実している □　充実している □　普通 □　やや情報不足 □　情報不足 

マネジメント □　実績と課題・目標 □　コーポレート・ガバナンス □ CSRマネジメント 

□　コンプライアンス □　情報開示（ディスクロージャー） 

経済性報告 □　ステークホルダーへの分配 

社会性報告 □　お客様満足への取組み □　株主とのコミュニケーション □　人の尊重と人材の活用  

□　働きやすい職場とは＜座談会＞ □　企業市民として 

環境報告 □　環境への取組み 

大和証券グループの持続可能性への取組みについて、どのように評価されましたか？ Q2

□　かなり評価できる　　　　　□　評価できる　　　　　□　普通　　　　　□　あまり評価できない　　　　　□　評価できない 

この報告書はどのような立場でお読みになられましたか？ Q5

□　個人のお客様 □　法人のお客様 □　個人の株主・投資家 □　法人の株主・投資家 

□　企業の環境／CSRご担当 □　企業の経営企画ご担当 □　学者・研究者 □　報道関係者 

□　行政関係者 □　NGO・NPO □　従業員 □　その他（　　　　　　） 

ご協力ありがとうございました。おさしつかえのない範囲でご記入ください。 

お名前：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　eメール： 

ご住所：〒　　　－ 

年齢：　□１０代　　□２０代　　□３０代　　□４０代　　□５０代　　□６０代以上　　　性別：　男性　・　女性 

次回以降、持続可能性報告書の送付をご希望されますか？　　　　□　はい　　　□　いいえ 

（ご記入いただいた個人情報は、次回発行を予定している持続可能性報告書の発送のための利用に限定し、ほかの目的には一切使用しません。） 

□　大変わかりやすい □　わかりやすい □　普通 □　ややわかりにくい □　わかりにくい わかりやすさ 

印象に残ったセクションはどれですか？ Q3

□　トップメッセージ □　大和証券グループの事業内容 □　大和証券グループの社会的使命 

□　排出権市場の活性化を促す商品を開発＜座談会＞ □　金融がけん引するCSR＜対談＞ 

□　社会的責任投資（SRI）への取組み □　経済・金融教育への取組み 

大和証券グループ『持続可能性報告書2006』アンケート 

□　第三者評価 □　第三者意見 □　GRIガイドライン対照表／持続可能性に向けたあゆみ 



報告書全体の印象はいかがでしたか？ 

大和証券グループの持続可能性への取組みについてはどう評価されましたか？ 

印象に残ったセクションはどれですか？（複数選択可） 

情報量 

大変充実している 充実している 
普通 やや情報不足 
情報不足 記載なし 

大和証券グループ『持続可能性報告書2006』 
をお読みいただきましてありがとうございました。 

お読みになったご意見、ご感想をぜひ裏面のアンケート用紙にてお聞かせください。 
皆様からいただきましたご意見、ご感想は今後の報告書やグループ会社のさまざまな取組みに活かしていきたいと考えております。 

弊社『持続可能性報告書2005』に対して、いただいたアンケート回答を下記に報告いたします。        
ご協力いただいた皆様に厚く御礼申し上げます。       

大和証券グループ本社CSR室 
〒100-8101　東京都千代田区大手町２丁目6番4号 
TEL：03-3243-5992　 FAX：03-3245-7177

かなり評価できる 
評価できる 
普通 
あまり評価できない 
評価できない 
記載なし 

わかりやすさ 

大変わかりやすい わかりやすい 
普通 ややわかりにくい 
わかりにくい 記載なし 

上位8セクション   

ステークホルダーとの経済的かかわり 46.7％ 

トップメッセージ 40.0％ 

紙プロジェクト 40.0％ 

社内ステークホルダーミーティング 33.3％ 

社会的責任投資への取組み 26.7％ 

コーポレート・ガバナンス 26.7％ 

お客様満足への取組み 26.7％ 

環境への取組み 26.7％ 

『持続可能性報告書2005』アンケート集計結果 

47% 47%

6%

40% 53% 7%

27% 53% 20%


